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2010～2011年度 ROTARY CLUB OF TOYOKAWA HOI CLUB WEEKLY 

 
 

例会日／毎週火曜日 12：30  例会場／豊川商工会議所   会長／夏目雅康   幹事／高桑 耐  会報委員長／鈴木啓仁 

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889  ＨＰ／http://toyokawahoi.tank.jp 

クラブテーマ：有意義で楽しいクラブ活動・例会を考えよう 
会員総数 出席者数 出席率 4/5修正出席率 本年度第３８回 通算１２００回 

平成２３年４月１９日（火） 
出席報告 

５８名 ３０名 ５６．６％ ９４．５％ 

 ゲスト：（なし） ビジター：メークアップ受付２１名 

★会長挨拶及び報告   夏目雅康会長 

 こんにちは。桜も

散り新緑の季節にな

ってきました。渓流

釣りに行ってきまし

た。山の中を歩いて

きまして、自然の素

晴らしさを満喫して帰ってきました。山桜が

とても綺麗で、帰ってからインターネットで

調べたら、桜には 9種類もあることを知りま
した。 
 今週のボイスオブグッドは「偏らない心 

こだわらない心 とらわれない心 広くもっ

と広く」という般若心経の空の心という言葉

です。 

★幹事報告       高桑 耐幹事 

例会臨時変更のお知らせ 

★委員会報告 

親睦委員会(林委員長) 
春の行楽について 

★地区協議会の報告 

◎全体報告       山城次年度会長 
 4月 16日に次年度
のための勉強会の地

区協議会に 18 名で
行って参りました。

今回の地区協議会は、

次年度のガバナーが

体調を崩されて欠席されての開催でした。各

分科会については、後ほどありますので、3
月に会長エレクト研修セミナーがあり、そこ

でガバナー方針が発表されましたので、それ

についてご報告します。松前ガバナー方針は、

①前年度の継続と発展 ②会員の増強 ③ロ

ータリー財団未来の夢計画 この 3つを掲げ
られています。本年度の目標としては「心と

身体を健やかに」でいきたいと思っています。 
 
◎第 1分科会    大島次年度増強委員長 
 テーマは「会員増

強」であります。松

前ガバナーの方針で

もあります大きなテ

ーマです。具体的な

目標として、地区内

の会員数を 5000名としたいということで、純
増で 150名を目指したいとのことです。この
分区では、最低 2名の純増目標でとの話です。
この景気の中で大変ですがお願いしたいとの

ことでした。女性会員がまだまだ少ないので、

女性 1名に男性 1名でとのことでした。職業
奉仕が出来る方を見つけて、会員増強へのご

理解ご協力をお願いしたいです。 
 
◎第 2分科会    森下次年度広報委員長 
 第 2分科会はクラ
ブ奉仕、広報、雑誌、

IT 委員会、会計の出
席で、テーマは「ロ

ータリーを理解し、

クラブを活性化しよ

う」でした。豊川クラブの大沢パストガバナ

ーの識ＩＴ率の向上についての話が実例をあ

げて細かく説明頂きまして参考になりました。

地域の皆さんにロータリーの活動を知っても

らうことが大切であるとのことです。 
 
◎第 3分科    杉浦次年度職業奉仕委員 
 職業奉仕の委員会で、小田委員長の代理で

出席してきました。テーマは「自己の職業を
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通じて、他者に奉仕しながら高い高潔性を目

指す」でした。職業奉仕という言葉は、入会

間もない私には聞きなれない言葉でした。

「真の職業奉仕がロータリーを救うか」とい

う DVD の鑑賞があり、職業奉仕月間には講
師の派遣やこの DVD の貸出しをして頂ける
とのことでした。それから「奉仕理念と四つ

のテスト」について地区の委員長の講演があ

りました。 
 
◎第 4分科会  土井次年度環境保全委員長 
 第 4は社会奉仕、RCC、環境保全の委員会
でした。テーマは「ロータリーの基本理念は

奉仕の理想、奉仕はサーヴィス、サーヴィス

とは社会に貢献することである」です。社会

奉仕には 3つの柱があるということで、①福
祉 ②環境保全 ③ＲＣＣです。実施するに

は、地域のニーズに合った、自然的にやって

欲しいとのこと。各クラブの特徴を活かした

活動をして欲しいとのことでした。東日本大

震災に関しての事業をするかどうかについて、

地区としては次年度の事業は未定であるが、

何かあれば地区より各クラブに発信していく

とのことです。環境保全は、ゴミ問題と CO2
の削減、COP10に絡んでビオトープの展開し
て頂きたいと要望がありました。RCC は、
RCC についての理解をしてもらうところか
ら始めてほしいとのことでした。 
 
◎第 5分科会 
テーマ「世界の夢の実現、国際理解、親善、

平和の推進」 
 
◎第 6分科会 鈴木次年度新世代奉仕委員長 
 第 6 のテーマは
「新世代奉仕活動・

理念と実践とその課

題解決に向けて」で

す。新年度から委員

会名が「新世代奉仕

委員会」に名称が変更になります。新世代奉

仕の他に、インターアクト、ローターアクト、

RYLA、青少年交換委員会があります。各委
員会の方針の発表があったあと、その後テー

マ別のグループディスカッションがありまし

た。インターアクトやローターアクトや

RYLA は理解されてないので、もっと PR が
必要ではないかという報告がありました。 
 

◎第 7分科会   太田次年度 R財団委員長 
 第 7はロータリー
財団で、テーマは「ロ

ータリー財団未来の

夢計画、パイロット

地区としてのプログ

ラムの展開」でした。

本年度から 3年計画で始まった、ロータリー
財団の未来の夢計画の 2年目に入るというこ
とで、新地区補助金とグローバル補助金の有

効な活用について話がありました。次年度の

新地区補助金の申請が締め切りになり、82ク
ラブ中 62クラブが申請されたそうです。総額
2000ドル強になります。今回の震災を受けて、
申請していた事業内容を変更されるクラブも

少しあったそうで、審査は今月下旬に行われ

るそうです。ロータリー財団が、4 月から公
益財団法人になり、皆さんからの寄付金が税

制上で優遇措置が受けられるようになりまし

た。次年度の当クラブの財団目標は、ひとり

当たり 100ドルと理事会で決めましたので、
皆さんのご理解ご協力をお願いします。 
 
◎第 8分科会 
テーマ「奨学事業は人づくり、米山学友は世

界を、日本を支える力」 
 
◎第 9分科会   高桑次年度会長エレクト 
 今回の地区協議会

は、ガバナーエレク

トが欠席、ロータリ

ーソングを間違えた、

司会進行がスムーズ

でなかった、そして

分科会でテーブルディスカッションするのに

互いの声が聞こえないなどの不満がありまし

た。このような大きな大会をするには、準備、

リハーサルなどは大切だと感じました。 
テーマは「入りては学び、出でては奉仕」

でした。テーブルディスカッションをしまし

たが、テーマがいろいろで、まとまりの無い

分科会でした。 

★ニコニコボックス 

 大沢茂樹会員 ﾌｪﾆｯｸｽ今年も日本一目指し 
井指光基会員 誕生日を祝って頂き 

 
会報担当者：鈴木啓仁会員、土井昌司会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


